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●�市役所への窓口来庁や電話でのお問い合わせ
は、平日午前8時30分～午後5時15分までで
す。電話は、各担当課の直通電話（または代表
番号 931-1111）にお掛けください。� …
※�公民館やコミセンなどの公共施設は、各施
設の開館時間内にお願いします。

●�市役所へのファクスは 922-6587、� …
郵便物は〒617-8665 向日市役所（住所不
要）、電子メールは info@city.muko.lg.jp
にお送りください。

　※�ファクス、郵便物、電子メールには、市役所
のどこの課（担当課名）宛てかをお書きく
ださい。

●�参加費などの記載がないものは、無料でご参
加いただけます。

今年度に実施する主な取り組みについて
「まちづくりの3つの柱」に沿ってご紹介します。

㉄財政課 874-1985

新 …新規事業…新規事業　　拡…拡大事業…拡大事業

信頼と協働で
市民の声が届くまちづくり

令和8年度
当初予算

市議会ペーパーレス会議支援システム導入事業� 100万円新

国の重点支援地方交付金活用事業
　物価高騰の影響を受けている市民の皆さまと
市内事業者の皆さまを支援するため、国の物価高
騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、以
下の事業を実施します。

・水道料金の基本料金減免事業
・学校給食費保護者負担軽減事業
・物価高騰対策ギフト券配布事業（令和7年度1月補正予算）

㉄企画広報課 874-1398

point

自治体DX推進事業
1億700万円

　公金収納eL-QR（地方税統一規格のQRコード）を納付
書に印刷することで、各種決済アプリや全国の対応金融
機関での納付が可能になるほか、行政の業務効率化を進
めるなど、さまざまなデジタル技術を活用した自治体DX
に取り組みます。

歴史を活かし、
活力と魅力あるまちづくり

竹の径整備事業� 900万円
道路整備推進事業� 3億9,430万円
公共施設太陽光発電設備設置事業� 3,800万円
ゼロカーボン推進補助事業� 5,400万円
農産物病害虫防除対策事業� 80万円
水道料金の基本料金減免事業� 2億円
水道管路の耐震化事業� 3億400万円
上水道塩素注入設備新設事業� 1億4,670万円
雨水幹線路面下の空洞調査事業� 100万円

新

新

新

新

人と暮らしに
明るくやさしいまちづくり

保育環境改善事業� 9,400万円
英語検定チャレンジ事業� 180万円
学校給食費保護者負担軽減事業� 2億700万円
AED屋外設置事業� 170万円
新市民温水プール整備事業	
○債務負担行為（令和8年度～令和10年度）限度額� 26億円
※�債務負担行為とは、複数年度にわたる建設工事などにお
いて、将来の財政支出を約束する行為です。

拡

新

point

寺戸公民館整備事業
2,030万円

　新しい寺戸公民館の運営に必要な会議室の
机、椅子などの備品を購入するほか、館内放送
設備や防犯カメラなどを整備します。

デジタル防災マップ導入事業
5,800万円

　発災時に避難所などを迅速かつ円滑に確認
できるよう、防災マップの改訂にあわせて、ス
マートフォンからアクセス可能なデジタル防
災マップを導入します。

5歳児健康診査事業
230万円

　身体や心が大きく成長する重要な時期であ
る5歳児を対象に、安心して就学を迎えられ
るよう、健康診査を実施し、一人一人のこども
に合わせた適切な支援を行います。

文化芸術振興事業
830万円

　本市ゆかりの作家による芸術作品に触れて
いただく「美術展」と、従来の「向日市民ふるさ
とステージ」と「向日市民音楽祭」を統合し市
民の活動成果を披露する場として「秋の芸術
祭」を開催します。

point

JR向日町駅東口開設推進事業
30億4,600万円

　令和8年度冬頃の東口開設を目指すととも
に、令和10年度の東口駅前広場の完成に向け、
自由通路整備事業や市街地再開発事業を進め
ます。

▲JR向日町駅西口（イメージ）

▼美術展展示（イメージ）

新

新

新

point

point

point
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令和8年（2026年）4月1日発行
広報むこう　No.1223

【まちのうごき】（令和8年3月1日現在）
住民基本台帳人口
人口 55,814人　世帯数 25,838世帯
（男性 26,739人、女性 29,075人）
推計人口
人口 55,302人　世帯数 23,916世帯
（男性 26,271人、女性 29,031人）

広報むこうは
市ホームページでご覧いただけます。
https://www.city.muko.kyoto.jp/

市公式SNSはQRコードからご覧ください。
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そ
し
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高
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の
皆
さ
ま
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事
業
者
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ま
に
深
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さ
ら
に
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1
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育
所
の
空
調
設
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る
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に
、安
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し
て

就
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を
迎
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う
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ま
た
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高
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こ
れ
ら
の
事
業
を
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じ
て
、向
日
市
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、市
民
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皆
さ
ま
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快
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て
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し
て
い
た
だ
け

る
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う
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員
一
丸
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な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

歳 入
293億円

市 税
91億円（31.1％）
○市民税（個人） 37億3,600万円
○市民税（法人） 4億2,410万円
○固定資産税 38億9,350万円
○軽自動車税 9,500万円
○たばこ税 2億7,000万円
○都市計画税 6億8,140万円

地方交付税
39億4,300万円（13.5％）

国庫支出金
74億4,166万円（25.4％）

市 債
16億5,660万円（5.7％）

府支出金
23億1,761万円（7.9％）

その他    
26億2,443万円（8.9％）

自主財源
（40.0％）

依存財源
（60.0％）

地方譲与税等
22億1,670万円（7.5％）
○地方譲与税 9,270万円
○利子割交付金 2,600万円
○配当割交付金 1億2,300万円
○株式等譲渡所得割交付金 1億5,100万円
○法人事業税交付金 9,600万円
○地方消費税交付金 15億1,700万円
○環境性能割交付金 200万円
○地方特例交付金 2億300万円
○交通安全対策特別交付金 600万円

人件費
54億5,409万円

（18.6％）

扶助費
81億1,898万円

（27.7％）

その他
5億5,335万円（1.8％）

補助費等
30億2,822万円

（10.4％）

物件費
39億7,371万円

（13.6％）

公債費
16億2,104万円（5.5％）

普通建設事業費
39億4,564万円

（13.5％）

繰出金
26億497万円

（8.9％）

義務的経費
（51.8％）

任意的経費
（40.6％）

準義務
（7.6％）

歳 出
【性質別】

293億円

向
日
市
長

農林水産業費
7,559万円（0.3％）

教育費
27億3,955万円

（9.4％）

消防費
9億4,561万円（3.2％）

議会費
2億1,478万円（0.8％）

土木費
52億6,123万円

（18.0％）

公債費
16億2,104万円

（5.5％）

総務費
30億7,360万円

（10.5％）

衛生費
22億870万円

（7.5％）

商工費
1億5,814万円（0.5％）

民生費
129億8,020万円

（44.3％）

労働費
802万円（0.0％）
諸支出金
354万円（0.0％）

予備費
1,000万円（0.0％）

歳 出
【目的別】

293億円

個人市民税の増収が見込めるものの、
たばこ税や軽自動車税の減収が見込ま
れることから、前年度同額の91億円を
計上しました。

市税

地方自治体間の財政力格差を是正するため、
国税である所得税、法人税、消費税などの一定
割合を各自治体の財政力に応じて交付されま
す。前年度に比べて12.7％増の39億4,300万
円を計上しました。

地方交付税
国庫支出金では、JR向日町駅東口開設推進事業に係る交付金や障がい者自立
支援給付に係る負担金などが増加したことから、前年度に比べて11.8％増
の74億4,166万円を計上しました。また、府支出金においては、障がい者自立
支援給付に係る負担金などが増加したことから、前年度に比べて11.8％増
の23億1,761万円を計上しました。

国・府支出金

都市基盤整備や市街地再開発に係
る事業債などで、16億5,660万円
を計上しました。
令和8年度末地方債残高の見込み
は、166億7,426万円です。

市債

5

※カッコ内％は構成比

　令和8年度当初予算が、3月定例市議会で可決されました。
　一般会計当初予算は、前年度予算額に比べ、10億2,400万円、3.6%増、これまでで最大規模
の293億円となり、特別会計全5会計総額は、117億4,974万円、水道事業会計及び公共下水
道事業会計の総額は52億6,722万円となりました。
　今年度の本市の財政は、歳入面では、地方交付税や、国庫支出金、府支出金の増額などが見
込まれます。一方、歳出面では、扶助費などの社会保障関連経費の増大に加え、JR向日町駅東
口開設推進事業などに係る支出が見込まれます。
㉄財政課 874―1985

会　計　区　分 予算額 前年度比
一般会計 293億円 3.6%

特別会計

国民健康保険事業 49億6,093万円 △4.5%
後期高齢者医療 12億2,522万円 7.0%
介護保険事業 55億4,592万円 1.9%
大字寺戸財産区 1,293万円 2.8%
物集女財産区 474万円 6.9%

水道事業会計 24億3,924万円 3.1%
公共下水道事業会計 28億2,798万円 1.9%

令和8年度当初予算額一覧

一般会計　歳出の内訳

一般会計　歳入の内訳

※文中、表やグラフの金額は、万単位で表示しているため、実際の予算額（千円単位）と一致しない場合があります。
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公営企業会計の予算

　国民健康保険は、国民皆保険制度に基づき、
職場の健康保険など、ほかの医療保険に加入
していない全ての方を対象とする医療保険制
度です。予算総額は、前年度比4.5%減の49億
6,093万円となりました。

歳 入
49億6,093万円

国民健康保険料
9億7,557万円（19.7％）

府支出金
35億5,262万円（71.6％）

その他
965万円（0.2％）

保健事業費
6,759万円（1.4％）

保険給付費
35億3,571万円（71.3％）

歳 出

繰入金
4億2,309万円（8.5％）

国民健康保険事業費納付金
13億141万円（26.2％）

その他
5,622万円（1.1％）

歳 入
55億4,592万円

国庫支出金
12億2,332万円（22.1％）

その他
141万円（0.0％）

その他
7,551万円（1.4％）

保険給付費
52億819万円（93.9％）

歳 出

保険料
11億1,745万円（20.1％）

支払基金交付金
14億4,787万円（26.1％）

繰入金
9億7,362万円（17.6％）

府支出金
7億8,225万円（14.1％）

地域支援事業費
2億6,222万円（4.7％）

保険料
9億8,352万円（80.3％）

繰入金
2億3,867万円（19.5％）

その他
303万円（0.2％）

その他
1,572万円（1.3％）

後期高齢者医療
広域連合納付金
12億950万円（98.7％）

歳 入
12億2,522万円

歳 出

特別会計の予算

　介護保険事業特別会計の予算総額は、前年
度比1.9%増の55億4,592万円となりました。
保険給付費などは、第9期介護保険事業計画に
基づいて算出しています。また、地域支援事業
には、「介護予防・日常生活支援総合事業」など
に必要な経費を計上しました。

　高齢者の医療の確保に関する法律に基づく
後期高齢者医療に関する収支で、予算総額は、
前年度比7.0%増の12億2,522万円となりま
した。なお、歳出の98.7%を占める後期高齢者
医療広域連合納付金は皆さまに納めていただ
く保険料や低所得者に適用される保険料軽減
に係る負担金が含まれています。

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

㉄医療保険課 874-2793

㉄医療保険課 874-2798

㉄高齢介護課 874-2576

　水道事業は、将来にわたり安全で良質な水道水を
安定供給するため、水道施設の耐震化を積極的に進
めていきます。
　令和8年度の収益的収支の収入では、前年度に比
べ0.3％、400万円減の13億410万円を見込みまし
た。支出では、前年度に比べ0.3％、355万円増の13
億201万円を計上しました。これにより、収益的収
支の予算は、差引209万円となりました。
　一方、資本的収支の収入では、前年度に比べ
21.3％、1億3,462万円増の7億6,561万円を見込
みました。支出では、基幹管路の耐震化などに11億
3,723万円を計上し、前年度に比べ6.5%、6,895万
円の増となりました。これにより、資本的収支の予
算は、差引3億7,162万円の不足となりました。

㉄公営企業課 874-3870

水道事業会計 ■�収益的収支

　経営活動に伴う予算で、収入は主に水道料金、支出は受水
費、人件費、修繕費、減価償却費などです。

区　分 予算額（税込み） 対前年比

収益的収入 13億410万円 △0.3%
収益的支出 13億201万円 0.3%

■�資本的収支

　水道施設の建設・改良などに伴う予算で、収入は工事負担
金や企業債など、支出は建設改良費と企業債償還金です。

区　分 予算額（税込み） 対前年比

資本的収入 7億6,561万円 21.3%
資本的支出 11億3,723万円 6.5%

※�資本的収支の不足額は、建設改良積立金などで補てんします。

■�主な事業
　水道管路の耐震化事業
　水道料金の基本料金減免事業
　自治体DX推進事業（水道スマートメーター導入事業）
　上水道塩素注入設備新設事業

　下水道事業では、予防保全型の維持管理を行い、
管路施設の長寿命化を図るとともに、局地化・激甚
化する降雨にも対応するため、更なる雨水対策を進
めます。
　令和8年度の収益的収支の収入では、前年度に比
べ4.2%、7,014万円増の17億2,254万円を見込みま
した。支出では、前年度に比べ3.7%、6,184万円増の
17億1,247万円を計上しました。これにより、収益
的収支の予算は、差引1,007万円となりました。
　一方、資本的収支の収入では、前年度に比べ4.7%、
2,428万円減の4億9,632万円を見込みました。支
出では、流域下水道の建設に係る負担金の支出及び
企業債の償還費用などとして、前年度に比べ0.9%、
959万円減の11億1,551万円を計上しました。これ
により、資本的収支の予算は、差引6億1,919万円の
不足となりました。

㉄公営企業課 874-3870

公共下水道事業会計 ■�収益的収支

　経営活動に伴う予算で、収入は主に下水道使用料、雨水処理
に要する一般会計からの繰入金、支出は桂川右岸流域下水道
の維持管理負担金、人件費、減価償却費などです。

区　分 予算額（税込み） 対前年比

収益的収入 17億2,254万円 4.2%
収益的支出 17億1,247万円 3.7%

■�資本的収支

　下水道施設の建設・改良及び企業債に関する予算で、収入
は企業債や一般会計からの繰入金など、支出は建設改良費
と企業債償還金です。

区　分 予算額（税込み） 対前年比

資本的収入 4億9,632万円 △4.7%
資本的支出 11億1,551万円 △0.9%

※�資本的収支の不足額は、損益勘定留保資金などで補てんします。

■�主な事業
　下水道長寿命化事業
　雨水幹線路面下の空洞調査事業
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